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燃えるごみの戸別収集制度について

●一般廃棄物（ごみ）処理基本計画中間見直し版における位置付け

目標達成のための基本施策２－② 分別しやすい仕組みづくりで資源化の推進

※一般廃棄物（ごみ）処理基本計画中間見直し版「第６章」から抜粋

●集積所収集方式と戸別収集方式の比較

項目 集積所収集方式 効果 戸別収集方式

低い 高い

・排出者が特定しにくいため、排出者責任が
薄れ、分別意識が向上しにくい。

・排出者が特定されることから、分別意識の
向上や排出マナーの改善が期待できる。

出しやすい 出しにくい

・排出者が特定できない。
・事業系ごみ等も不法投棄されやすい。

・排出者が特定しやすい。
・事業系ごみ等を不法投棄しにくい。

保ちにくい 保ちやすい

・集積所の清掃を共同で行う必要がある。
・ごみが集まり、まちの美観が損なわれる。

・自らの責任でごみ出し場所の清掃を行う。
・家の前なので清潔が保たれやすい。

高い 低い

・当番制の町内会など、地域ごとのローカル
ルールに従う必要がある。

・ごみ出しは自己責任となるが、隣接地への
配慮などは必要。

必要 不要

・利用者で集積所の管理（移設、カラス対
策、清掃等）を行う。
・移設や新設が困難なことが多い。

・集積所の管理は必要なくなるが、各世帯が
自宅前に出したごみの管理責任を負う。

低い 高い

・場所によっては排出場所までの距離が遠く
なり、負担が生じる。

・自宅前にごみを出せる。

安い 高い

・ごみがある程度集約され、効率的に収集で
きる。

・ごみ出し場所に比例して作業量が多くな
り、収集時間も長くなる。

少ない 多い

・原則、交通上支障の少ない場所に集積所
を設置している。

・収集箇所の多さに比例して収集車のス
ピードが遅くなり通行の妨げになる場合も考
えられる。
・歩道や通学路にごみ出しをすれば、通行に
支障をきたす場合がある。

分別等の意識 ＜

不適切な排出
（不法投棄）

＜

美観・衛生面 ＜

コミュニティとの
関わり

＞

集積所管理 ＜

利便性 ＜

コスト ＞

通行の妨げ ＞

No.29 燃えるごみの分別啓発を目的とした戸別収集制度を検討します。

内容 戸別収集制度について、その必要性や運用方法等を含め、総合的に調査・研究します。

前期取組 ・アンケート調査による戸別収集に関する意見調査（Ｈ28）

今後の

方向性

・戸別収集制度について総合的に調査研究

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

調査・研究


